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感染者が１万人を下回る
感染者500人以上は東京のみ
感染者２桁は10県

同じ集計方法では無い
ので直接比較できないが
3月9日並みは2022年6月
27日の7204人
3月6日4238人は2022年1
月6日の4486人



来週月曜からマスクは自己判断
•大手デパート 伊勢丹 高島屋等

• お客様の判断にゆだねる 店員はマスク着用

•大手コンビニ セブンイレブン ファミリーマート等

• お客様の判断にゆだねる 店員も個人の判断

• 店長にはできるだけ着用するよう働きかける

•交通機関 JR 私鉄 バス

• 鉄道連絡会として各社に判断をゆだねるとした

• JRはお客様の判断とし混雑時は配慮して欲しい



新型コロナでライオンが死亡
•先日ﾊﾟﾝﾀﾞ３頭
中国返還があっ
た動物園

•雄雌１頭ずつ

•基礎疾患アリ

•高齢であった

•他の8頭も咳の
症状





注目されるニュース
•2月23日 走行距離税の導入はあるのか

•2月24日 統一地方選挙 大阪維新の会方針転換

•2月27日 ｴﾎﾊﾞの証人二世信者救済の弁護団結成

•2月28日 東京オリンピック談合で刑事告発

• JAXA13年ぶりに宇宙飛行士候補選定

•3月2日 イランで女子学生に毒物被害広がる

•3月5日 中国で全人代が開催される

•3月6日 H3型ロケット打ち上げ失敗



•税制見直し

•自動車保有数
減少

•省燃費車の増
加が揮発油税
直撃

•走行距離税導
入でEV車も対
象になる







注目されるニュース
•2月23日 走行距離税の導入はあるのか

•2月24日 統一地方選挙 大阪維新の会方針転換

•2月27日 ｴﾎﾊﾞの証人二世信者救済の弁護団結成

•2月28日 東京オリンピック談合で刑事告発

• JAXA13年ぶりに宇宙飛行士候補選定

•3月2日 イランで女子学生に毒物被害広がる

•3月5日 中国で全人代が開催される

•3月6日 H3型ロケット打ち上げ失敗



•大阪維新の会が
変化

•大阪都構想が無く
なる？

•２回にわたる住民
投票で否決

•府が進めるIR構
想も今回の府知
事市長選挙では
言及せず
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さらに宗教問題が発覚
•エホバの証人

•ｷﾘｽﾄ教系の団体

•19世紀にｱﾒﾘｶで発祥した

•第二次大戦中はドイツで
禁止され強制収容所へ

•1911年創始者が訪日

•日本の信者は21.3万人

•世界全体で870万人



•児童虐待が
常態化してい
るのではない
かという疑念
•ムチ打ち
•宗教行為の
強制
•輸血拒否

•二世信者問
題



独特の教義
•アダムとイブは神に反逆しサタンとなる。その子孫で
ある人類は永遠の命の権利を失った。

•現在は聖書の予言による世紀末

•神の群団がハルマゲドンを起こしサタンを追放して
平和な社会を作ろうとしている

•神に従うことを選ぶなら永遠に生きる機会を得る

•兵役につかない 格闘技を行わない

•偶像崇拝しないので国歌国旗掲揚には参加せず



独特の教義 ２
•異教由来の行事は行わない

•誕生会 クリスマス 節分 建国記念

•喫煙、医療目的外の麻薬・薬物使用 飲酒等禁止

•親が子どもをしつける際にお尻をたたく ＞ムチ

•輸血拒否

•体育の授業で行われていた御神楽に不参加

•現在は鬼剣舞に変更している



エホバの証人
弁護団が児童虐待の疑いありと提訴



3月9日 ハンブルクで発砲事件
エホバの証人の教会で
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ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ談合とうとう刑事告発へ





利権をめぐるビジネス
•２０１８年５～８月に２６件実施された入札の大半で
談合した疑い

•落札したのは電通など数社で契約総額は約５億円

•各テスト大会、本大会の運営も随意契約で請け負っ
ており契約総額約４００億円も同容疑で立件

•東京大会の開催経費は１兆４２３８億円

•５５％に当たる７８３４億円が東京都や国の負担

•様々な疑問があるが今後も告発はあるのか



•テスト大会と本大会で組
織委員会が談合を行う
•電通や博報堂等が絡む事
件となる
•発注側と受注側にそれぞ
れ電通や博報堂の社員
が絡む
•高額発注などで初期のｺﾝ
ﾊﾟｸﾄ五輪という考えが実
現できなくなる
• IOCの各競技団体からの
指定業者問題もある
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13年ぶりの発表
•JAXAは新しい宇宙飛
行士候補を発表

•男女各１名

•諏訪 理さん（46歳）

•世界銀行勤務

•米田 あゆさん（28歳）

•日赤医療センター外
科医師



宇宙飛行士試験合格者２名



アルテミス計画の中で
•今回の２人はもしかすると日本人初の月面活動に従
事することになるかも

•アルテミス計画は月面着陸だけではなく、月面での
様々な活動を行う

•その後ここを拠点として火星への探査基地ともなる

•月面を利用するのは重力が小さいのでロケットの出
力が小さくて済む

•食糧や水の確保 月の資源利用など課題は多い
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イランの問題
•ｲﾗﾝでは女子教育の
抑圧が問題なっている

•ヒジャブ問題から発展

•学校で化学物質によ
る中毒症状を訴える事
例が増加

•何者かが女子の勉学
を阻止すべく行動して
いるとみられる



イラン 女子校で毒物使用か？



昨年から見られた事件
•女子学生を狙った事件

•昨年11月30日 中部ゴムでの事件から 18人入院

•これまでに約900人が被害に遭っている

•2月4日にはテヘランの男子校でも起きる

•筋力低下、吐き気、疲労感などを訴えている

•微生物やウイルスは検出されていない

•動機や使用された薬品は不明

•全ての学校、特に女子校を閉鎖させたがっているのか？



政府のイスラム法主体の姿勢反映
•女性の生活全般にわたって制限を設ける

•外出時にはヒジャブの着用を強制 昨年のデモ問題

•女子教育を制限する方向も大きい

•政府は全て軽症と言っているが実際には重症化した
被害者もいる

•警察は本腰を入れて捜査をしていない

•女性の自由を求める抗議運動関連と見られる

•自由を求める運動に圧力をかける目的か？
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全人代大会が始まる



全人代の話題が少ない



３月5日から開始

• この間１面に全人代の話題は無し

• 3月10日の朝刊 ９面に



全人代の話題が少ない
•今日の全人代で周
近平の３期目が承
認される見込み
•新人事は周派が
中心でｲｴｽﾏﾝ首脳
•周近平を押さえる
ことができる人物
が見当たらず
•中国の暴走を止め
ることができない



軍事大国へ更なる一歩
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H3ロケット打ち上げ失敗



だいち



だいち３号
•開発費２８０億円

•地上の物体を識別する能力初号機の約3倍に

•地震や水害の被害の被災地の状況を詳細に把握

•日本だけでなく東南アジアやｵｰｽﾄﾗﾘｱなども利用

•現在のだいち２号は2019年5月に定常運用終了

•H3Aの打ち上げが2020年の予定だった

•今回の失敗で災害関連の情報取集が厳しくなる



ウクライナ情勢



昨年のノルドストリームの攻撃は
ウクライナ側が行ったと判断



反ロシアの義勇軍・自由ロシア





ロシアの攻撃が激化
•3月9日 ｳｸﾗｲﾅ全
土にﾐｻｲﾙ攻撃

•ｷｰｳにも

•ｻﾞﾎﾟﾘｰｼﾞｬ原発も被
弾し電力供給停止

•ロシアの武器はど
こまで続く？

•ウクライナの被災者
はいつまで拡大？



ウクライナの捕虜を殺害か







バフムトの攻防は10か月になる
•昨年5月17日 バフムトを爆撃開始

•ウクライナ軍が一時撤退をした

•その後近辺の爆撃、村落の攻防を続け現在に至る

•バフムトは交通の要衝としてロシアが占領したがる

•ワグネル軍を中心に攻撃を激化

•プリゴジンは全域を占領したと発表

•ウクライナ軍は徹底抗戦中と発表

•4500人程度の市民がまだ残っている

ワグネルの
手柄としたい



ロシアとウクライナの価値観に差
•ロシアは交通の要衝で要と位置づける

•ウクライナはロシア軍の消耗度を上げる

•現在まで強力な防衛ラインを構築したのでそこまで
撤退して強固な反抗を考えている

•ワグネルの非人道的な攻撃が問題になっている

•3月8日 ｳｸﾗｲﾅ側は24時間でﾛｼｱの戦死者115人と
発表 この１か月で10000人以上が戦死とも

•ﾛｼｱは受刑者なので戦死を気にしていない 非人道的



ロシアは長期戦を狙っている



今考えなければいけない事
•我々が手に入れている情報源は全て欧米中心

•NewyorkTimes BBC AP など

•グローバルノース ＝ 先進国

•ｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領も国連以外はGNの国に働きかける

•資金力 軍事力があるから仕方がない

•グローバルサウス ＝ 発展途上国

•立ち位置としてはウクライナ支援肯定側ではない

•ロシア外相が根回しを行っている

私たちの得ている 情
報が全てではない

何が正しい情報
なのかを判断す
る力が必要



紫 グローバルノース 先進国 赤 グローバルサウス 発展途上国



ウクライナを支援している国



ロシアの思惑
•国連などでの決議に対しての１票の力

•味方を増やせば困ることはない

•ロシアの資源を売る＝制裁を受けているモノ

•ロシアで欲しいものを買う＝制裁を受けているモノ

•アフリカでは豊富な地下資源が存在

•欧米や日本の企業が狙う

•親ロシア派の国にすれば欧米や日本を追い出せる

•ロシアは支出する資金が少なくてすむ

グローバルサウス
との分断が進む



アメリカの目論見の破綻
•民主主義国家と専制国家の対立という構図

•ロシアへの経済制裁を通してドル建ての経済を浸透

•実際にはこの構図に入らない国が多く出現

•中国やインド、アフリカの諸国

•元やルピーなどの多様な通貨が利用される

•多極化へ進んでいる



燃料費高騰
•世界第二位の農産物
輸出国

•温室栽培に打撃

•発電機を持つ農家は
電力を売る側に

•市民生活直撃

•食費、燃料費高騰

•フードバンク利用増



•様々な影響
•燃料飼料費
•世界全体で様々なものが不足し価格が高騰している
•特に途上国はその影響を受けやすい
•現金収入が減る＝経済不安 ＞デモや革命も



ロシアとウクライナの違い
•2004年のオレンジ革命

•2013～4年のユーロマイダン革命

•ｳｸﾗｲﾅ人にとっては自分たちが起こした民主革命

•ロシアは欧米が関与した結果でありロシアに混乱を
もたらすことを意図したと反発

•2014年 クリミアで住民投票 ロシアの一部へ

• ウクライナ東部に親ロは勢力が台頭

• 内戦状態に

実際に相当テコ入れした



民族意識が形成される
•ｳｸﾗｲﾅにとってはﾛｼｱからの呪縛から抜けて欧米社
会の仲間入りをしたという意識を持つ

•クリミア半島のロシア化でウクライナ人はロシア語話
者であってもウクライナに対して帰属意識持つ

•プーチン氏はここを見誤ってしまっている

•ウクライナ侵攻を数週間で終結させウクライナで傀
儡政権樹立を狙う

•この思惑が失敗する ｳｸﾗｲﾅ人 反ロシア感情が高まる



ロシアの力の低下を見透かされる
•旧ソ連から独立した他の国もウクライナと同様の状
況にあると認識し、反ロシアに動いてしまう

•ベラルーシもルカシェンコ独裁批判が無ければ同様

•中露関係も対等から上下関係に変化

•経済制裁を受けるロシアを中国が支えている

•ロシアの核兵器使用に対して中国は圧力をかける

•今後どうなるかは不明

•プ―チンに代わる人が出てきても終息しない

クレムリンの強硬派の発言力大



プーチン大統領ショイグ国防相

国軍側 ワグネル側

プリゴジン

ウクライナ侵攻の関係図

カディロフ首長

全権を掌握している
という意識を持つ

大統領の料理番か
ら影の軍隊組織へ

チェチェン紛争で
ﾌﾟｰﾁﾝに忠誠を誓う

世界最強の陸軍
という自負

ウクライナ侵攻は短
時間で終了する予定

スロビキン大将ゲラシモフ参謀長 10月8日に総司令官へ

１月12日総司令官交代
ハルマゲドンと異名を
持つ強硬派

1月11日ソレダ
ルの戦い勝利

国軍主導を強調
早期和平を想定

徹底的に攻撃しｳｸﾗｲﾅ
を併合する

シロビキ

国軍情報治安の支配階級
国軍とワグネルの対立構造
プーチンの後継問題も絡む

11月15日 ヘルソン撤退 現在バフムトを占領
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